
低山地の樹幹に着生している。本種は北方系の種類で，県内の生育地は「九

重火山群」に限られ，日当たりのよい貯水池の水辺で，ヤナギ類の幹にわずか

に着生している。茎は樹幹をはい，葉は黄緑色で光沢があり，先は細く長くと

がる。胞子体は直立し，あずき色でつやがあり，目につきやすい。護岸工事や

台風による着生木の消失などで，絶滅の危険性が極めて高い。

（写真･文：大塚政雄）

マキハキヌゴケ
Pylaisiella subcircinata

ハイゴケ科

カテゴリー

大分県　IA
環境庁　掲載なし

県内分布 九重火山群

分 布 域 北海道，本州（中部地方以北），九州（大分）

朝鮮半島

蘚

類
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